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最 耕 の 私 立 の 保 姆 養 成 に つ い て （そ の 五）

桜 井 女 学 校 幼 稚 保 育 科 の 獻 立 轡 M ・T ・
ツ ル

ー

君 、 林 恵 子 　 　（国 立 音 楽 大 学 ）

　 は しが き

　東 京、青 ；lgの 外 入 墓 地 に 桜 井 女 学 校 （現 e 女 子 学 院 ）

幼 程 傑 育 科 の 創 立 者、M ・T ・ツ ル ーの 墓 が あ る 。こ

の 鐸 育科 は 、日 本 で 最 初 の 私 立 の 媒 購 養成 で 1884（明

治 17） 年 創 立 さ れ 、幼 児 教 育 の 黎 明 期 に 先 駆 的 役 罰 を

巣 た し た。こ の 科を 創 立 し た ツ ル
L一の 保 啻 界 へ の 貢 献

は 高 く評 掻 す べ き も の が あ る 。今 画 は ツ ル
ー

の 生 涯 と

助 児 教 育 の 分 野 で 果 た し た 役 割 を 考 察 す る ¢

　方 法 と し て は 、ツ ル ーに 関 す る 文献や 資 料、と く に

龝 浜 開 港 資 料 館 所 蔵 の 米 国 長 老 派 の 往 復 害 簡 か ら ッ ル

ーや メ リ ケ ン の 手 書 き の 手 癰 を 読 む 事 に 努 め た 。

　 ま た 昨 年 の 夏、私 は ツ ル
ー

の 生 ま れ 膏 っ た ニ ュ
L一

ヨ

ー
ク 耀 や ペ ン シ ル バ ニ ・ヤ 斛 に 旅 し、フ ィ ラ デ ル フ ィ ヤ

の 長 老 派 歴 史 壷 料 館 を 訪 ね 、ツ ル
〜の 手 書 き の 往 復 書

簡 の 原 文 に 目 を 遘 し、独 立 戦 争 の 記 念 館 や 自由 の 鐘 な

ど 当 時 の 米 国 の 建 毆 の 歴 史 を 訪 ね、当時 の 開拓精神 に

み な ぎ っ た ピ ュ
ー

リ タ ン の 時 代 を 振 り返 る 事 に 努 め た。

〔D ツ ル
ー （Maria　 T．True） の 生 癒

　 明 治 学 院 數 諭 、津 潤
一

路 は ツ ル
ー

を 「日 本女 性解放

運 難 の 先 駆 者 」 （1 ） と述 べ たが 、そ の 生 涯 は 宣 教 師 と

し て E 本 の 女 子教育 と 伝道 に 大 き な 足 跡 を 残 した。日

本 に 来 た の は、外 国 伝 道 を 志 し た 亡 き 夫 の 遺志 を 繕 ぐ

た め で 、当 時 の 米国 は南北戦争 を 機 と して 入 道 主 義 が

趨 こ む、身分 や 人 種 を 越 え 入 闘 の 聹厳、自由、獄立 の

貔神が 盛 ん と な り、様 々 な 社 会 事 業 が 行 わ れ た。キ リ

ス ト教会 で は リパ イ パ ル （信 仰復活）運勲が 起 こ りア

フ リ カ や 東 洋 の 国 々 へ 宣 教 師 を 派 憑 し、教 育 、福 祉 、

伝道 に カ を 注 い だ 。 ッ ル ー
の
一生 は 日 本 の 女 徃 の 幸せ

の た 随 に 捧 げ られ た が、こ れ は 幼 少 朗 に 母 を亡 く し た

事が 大 き な 要麗 と な っ て い る と 考 え られ る。

踊 ・T ・ツ ル ーの 略 歴
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12月 17日 、ニ ュ

ーヨ ーク 州 の 農 家 に 生 ま れ る
g

清 数 薩 の 家 系 、五 入 兄 醐 の 末 っ 子

生 ま れ て 数 年 後 、ペ ン シ ル バ ニ ア 贈 に 移 る 。

母 親 病 死。村 の 小 学 校 に 入 学，　 （6 歳 ）

ツ ル
ー

の 教会 で リバ イ バ ル 起 こ る ◇

小 学 校 教 師 と な る。　 （16歳 ）

南 dt戦 争 溜凝垂台　　　（21歳）

5 月 16日 、長老派 牧 師、A ・
ツ ル

ー （Rev．

Al．bert 　 True ）と 結婚 。牧 歸 夫 入 と し て 活躍。

弧 児 院 を 訪 問 、ア ン ネ を 養 女 と し て 育 て る。

10月18日 、・＝ ユ
ー

ヨ
ー

ク 州 エ ル ブ リ ッ ジ の 數

会 で A ・ッ ル
…

が 説 教 中 に 倒 れ 、病死。

亡 き 夫 の 志 で あ っ た 外 国 伝 道 を 実 現 す る た め

二 th
一

ヨ
ー

ク の 女 子 伝 遭 学 校 に 学 ぶ 。

米 国 婦 入
一

致 外 国 伝 道 協 会 （WomanSsUnion

MisSionary　 Society） の 婦 人宣 教 師 と して 、

北 京 で 女 学校 の 毅師 を 勤 め る 。 （33 歳）

日 本 に 来 て、懣 浜 の ア メ リ カ ン
・

ミ ッ シ g ン

ホ ーム （現 ・横浜共 立 学園） で 數踊 と な る 。

1〔｝月 、来 国 長 老 派 教 会 の 招 き に 応 じ、棄 京 築

地 に 移 り、京 橋教会 （現
・
巣 鴨 教会》 で 伝 道。

原 女 学 校、新 栄 女 学 校 で 教 師 を 勤 め る 。

9 月、石 剛 県 中 学師 範学 校 の 英 語 數 師 と して

ウ イ ン 宣 教 師
一

家 と 共 に 金 沢 に 赴 任。ウ イ ン

夫妻 を 麟 け、教育 と転 道に 励 む 。

4 月、金 沢 教 会 餬 立 。7 月、東京 へ 戻   、 新

栄 女 学 校 教 師 を 勤 め る 。

7 月、桜 拝 女 学校 の 麓 立 者、桜井 ち か が 北海

道 に 赴 任 ．こ の 学 校 は 翹 人 か ら ミ ッ シ ョ ン の

経當 と な り、ツ ル
ー一の 手 に 委ね られ る 。

ッ ル ー．の 搓 薦 で 矢 鴣 揖 子 が 校 長 代 理 とな る。

抹 養 の た め 、帰 米 。

9 月、幼児教育 の 専門家、ミ リ ケ ン を 伴 い 再

来 日 。ミ リ ケ ン の 措 導 で 桜井 女 学校 付属 幼稚

園 を 充 実 発 展 させ 、　「幼 稚 保 育 科 」 を 設 置。

？月 「幼 稚 保 育 科 」
一画 生 （湯 浅、古 市 ） 卒

業、吉 田 え つ 入 学 。（金 沢 、英 秘 幼 稚園 保 母 ）

八 王 子 女 学 校 關 設 。
豆  月、ミ ス

・
ポ
ー

ト ル 、ッ ル
ー

の 助言 で 金 沢

に 英頼幼稚圃 （現 ・北 陸学院短期 大学 第
一

敏

一 la
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稚 園） を 吉 田 え つ を保 母 と して 開 設。

11月、古市静子、ッ ル
ー

の 援助 で 東 京 本 郷 に

駒込幼稚園 （現 ・う さ ぎ 幼稚園） 開 設。

12月 、桜 井 女 学 校 内 に 看 護 婦 養 成 所 を 開 設。

9月、桜井 女 学校 に 二 ヶ 年 の 「高 等 科 」 開 設

5月 、新 潟 県 高 田 に 高 田 女 学校開設 。

10月、学 資 金 の な い 女 性 の た め、働 き な が ら

学 べ る 別科 （後 の 女子独 立 学校）開設 。

2月 、栃 木 県 に 宇 都 宮 女 学 校 開 設。

9月、新栄 女 学校 と含併 「女 子学 院 」 と な る

新 宿 の 角 筈 に 漸 生園 と 看 護婦養成所設立 の 募

金 の た め帰 米、米 国 長 老 派 教 会 脱 退 、再 来 日

籥生園 （サ ナ ト リ＝ウ ム ） の 建設 に 尽力 。

看 護 婦 義 成 所 を 拡 張。
4 月 18目 、衛 生 園 で 摘 死 （胃 潰 瘍 ） 55歳。
こ の 頃、付 属 幼 稚 園、幼 稚 傑 育 科 廃 止。

〔2 〕 ッ ル ー
と 女 子 教 青

　 （1＞女 子教育 と 保 母 の 養成

　 「良 妻 賢 母 」 を 女 子 教 育 の 目的 と し た 当 時 の 社 会 で 、

ミ ッ シ ョ ン ・ス ク
ール は 社 会 的 関 心 が 高 い だ け に 批 判

の 的 と な っ た 。宣 教 師 に つ い て 英 語を 学 ん で も 現実 の

家 庭 生 活 で は 何 の 役 に も立 た ず、生 半 可 な 洋 風 の 真 似

を さ せ る だ け で か え っ て 有 害 で あ る と み ら れ た 。

　 こ う し た 世 間 の 批 判 に 対 し ツ ル ーは、よ り高 い 女子

教 育 の あ り か た を 求 め 、有 用 な 人 材 を 育 て る た め 学 校

の 内容 を 充実 さ せ る こ と に 力 を 注 い だ。　「女 学雑誌」

主催 の 演 説会 で ツ ル ーは 「善 良 な る 模範 の 価 値 1 と 題

し 「正 し き働 き を 為 す 所 の 誡 に 愛 す べ き 賢 き妻 とな る

こ と を お 望み な さ い 」 「精神 を 能 く磨 き 真 に 高尚 な る

志 を お 立 て な さ い 」 と述 べ
ω

　 厂良 妻 賢 母 」 と は異 な

る 「自由薗治 」 の 新 し い 女 性 と し て 世 に 生 き、正 し い

働 きを す る賢 い 妻 に な る よ う訴 え た。ツ ル ーが 桜 井女

学 校 で 保 姆 養 成、看 護 婦 養 成 を 開 始 した こ と は 女 子 の

社会的使 命 を 果 た す に 相応 し い 有 用 な 入 材 の 育成で あ

り 、 日 本 で の 先 駆 と な っ た 。当時 の 保 姆 養 成 は 「東 京

女 子 師 範 学 校 保 婿 練 習 科」 が一回 生 （明治 13年 卒 業 ）

を世 に 送 っ た だ け で 廃止 さ れ て お り 、 こ う し た 時代 に

保 姆 養 成 を 行 っ た 事 は 重 要 な 意 味 を も っ て い た。

　 更 e：　1887 （明治 20年） に は従来 の 教育課程 に 加 え

厂高等科」 を 設 立 し、幼 稚 園 か らの
一

貫 し た 内容 の 高

い 学校 と し て 名 を 馳 せ 、　「高 等 科 」 は 女 子 の 大 学 教 育

の 先 駆 と な っ た。保 母 の 養 成 は 高等 科 の な か で 行わ れ

た の で 、知識 や 教養 の 豊か な 質 の 高 い 保育者 が 養成 さ

れ 、卒業生 は 当 時 の 保育界 で 措 導 的役 割 を 果 た し た。

（2）ミ リ ケ ン （E．P．Milliken） を 招 い て

　 創 立 時 か ら 同付属幼稚園 は 東京 女 子 師 範 学 校 付 属 幼

稚 園 を 範 と し 、 同 師 範 学校 の 卒業生 に よ っ て 保育 が行

わ れ て い た が、ツ ル ーは保 育 方 法 が 米 国 の 幼稚園 と 比

べ
、 フ レ

ー
ベ ル の 恩物 に 偏 り、音楽が 幼 児 の リ ズ ミ カ

ル な勤 き と か け離 れ た 雅楽 調 な の に 不 満を感 じ、幼稚

園の 建物 を 整 備 拡 張 す る と と も に 米 国 に 帰 り、幼 児 教

育 の 専 門 家 、 ミ リケ ン を 伴 い 来 日 し た 。 ミ リ ケ ン と の

関係 は詳細 で な い が、ミ リ ケ ン の 父 が 同 じ長 老 派 の 牧

師 で フ ＃ ラ デ ル フ ィ ヤ に 住 ん で い た 事 か ら知 己 だ っ た

と 考 え られ る。ミ リ ケ ン は フ if ラ デ ル フ ィ ヤ の 公 立 学

校及 び バ ー
ミ ン グ ハ ム の 学校 に 学 び 配 dine 教 最 養 成 所

で 幼 稚 園 の 資 格 を と り、音楽 や 文学 に す ぐれ て い た 。

ミ リ ケ ン の 搭 導 で 、同 付 属 幼 稚 園 は こ れ ま で の 「保 育

唱 歌 」 と は 違 っ た リ ズ ミ カ ル で 軽 快 な 米 国 の 幼 稚 園 の

歌 や 遊 戯 が 教 え ら れ 、東 京 女 子 師 範 学 校 付 属 幼 稚 園 と

異 な った 独 自 の キ リ ス ト教 保 育 が 行 わ れ た 。こ れ は、

日 本 の 洋 楽 の 普 及 に も 先 駆 的 な 役 割 を 果 た し た。約 50

人 ほ ど の 卒 業 生 か ら 幼 児 教 育 の 草 分 け と な っ た 入 材 を

輩 出 し、日 本 の 各 地 で 活 躍 し た 事 は 特 筆 さ れ る。

〔3 〕 ツ ル
ー

の 人 狢 的 感 化 と 教 育 の 姿 勢

　矯 風 会 の 会 頭 で 女 性 解 放 運 動 の 先 駆 と な り活 躍 し た

校 長 の 矢嶋楫子 を は じ め、ッ ル
ー

の 人 格的感 化 を 受 け

た 人 は 多 い 。久 布 白落 実 は ッ ル ーの こ と を 「彼 女 は 自

ら 潜 ん で 他 を立 た しむ る 雅 量 が 有 っ た。そ し て 此 等 凡

て を包 む 深 い 信 仰 と 愛が あ っ た 」 と 述 べ て い る 。‘3》

　 当時 の 学 校 は 寮 を 軸 と し、教 師 も
一

つ 屋 根 の 下 で 生

活 し、ツ ル
ーも生 徒 と 共 に 米を と ぎ 芋 の 皮を む き、生

活 の 中で 教育を行 っ た 。 「学閤 も大事 だ け れ ど も、 デ

モ ク ラ チ ッ ク な 生 活 を 覚 え る 事 が 大 事 」 と教 え た ツ ル

ー
は 聖書を 基盤 と し、各自が 自由、自治の 生 活を 身に

つ け る 事 を 指 導 し た。し か し健 康 管 理、し つ け は 厳 し

く、他 人 へ の 思 い や り の 姿勢が 重 視 さ れ た と い う。 （4 ）

〔4 〕 ッ ル ーの 死 と幼 稚 保 育 科 の 廃 止

　同学校幼稚保育科 と 幼稚園 の 廃 止 （明治31年頃） は

　 ッ ル ーの 死 が 最 も大 き な 要因 と さ れ る。‘5 ｝

後 に 小

学 校 も廃 止 され た が 文 部 省 訓 令 第 二 号 で 宗 教 教 育 が 禁

止 さ れ る 等、時代 の 流れ の な か で キ リ ス ト教主義学校

は大 き な 痛 手 と財 政 的 な痛 手 を 受 け た の で あ っ た。

注 （1）白 金 通 信 161−2 明治 学院 1982， （2） 「女学雑誌」

　 　 72号 （明 治 20年 8月 20 日 ），（3） 久 布 自 落 実 著 「矢

　　 嶋 揖子 傅」 1935．161頁 e 〔4）「女 子 学 院 の 歴 史 」

　　女子 学院 1985．78−81頁，〈5） 同 左 237頁
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